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（文化財センター情報）

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 3月の催し物予定
3 月の休館日は 2日（月）、9日（月）、16 日（月）、23 日（月）、30 日（月）です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■企画展「天花寺山の遺跡」　1/31（土）～ 3/22（日）

※はにわ館開館 12 周年記念につき、

第 3Ｇ　　　 ■陶嬉の会　作陶展　　3/1（日）～ 8（日）　　＊10:00 ～　　＊最終日は 15:00 まで

第 1Ｇ　　　 ■嬉洋会展　　3/3（火）～ 8（日）　　＊最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ　　　 ■坂元重昭　大作展・ニ葉流ふたり花展　　3/14（土）～ 19（木）　　＊最終日は 16:00 まで

第 2･3Ｇ　　 ■南勢地区高等学校美術展　　3/15（日）～ 22（日）　　＊最終日は 15:00 まで

第 1Ｇ　　　 ■菅田隆雄写真展　瞬輝幻彩　尾瀬２　　3/21（土）～ 31（火）　　＊最終日は 15:00 まで

第 3Ｇ　　　 ■ど すい か 倶楽部陶芸展　―奥伊勢フォレストピア百峰窯―

　　　　　　　　　3/25（水）～ 29（日）　　＊9:30 ～　　＊最終日は 16:00 まで

第 2Ｇ　　　 ■濱地克久写真展　四季の野鳥　パートⅡ　　3/28（土）～ 4/5（日）　　＊最終日は 15:00 まで　

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

天花寺山で沢山見つかった

「礫石経」という石は、

一体何だろう？

【中世・近世の天花寺山】

【「 弥生来にけり…… 」】

　ハクモクレンが枝いっぱいに咲きだす。

白く、大きな花弁が優雅に立ち上がる

様子は春の女神の化身のよう。樹冠を

覆うように咲く姿はとても眩しく神々

しい。

　　弥生ついたち　はつ燕

　海のあなたの静けき国の

　便り持てきぬ　うれしき文を

　……　　※上田敏訳詩集「海潮音」燕の歌  ガブリエレ・ダンヌンチオ作 から

　春の陽射しは何かの始まりを予感させ、季節が移り変わる中でも春の訪れほど印象的なもの

はない。春の到来を心待ちにしていたのは、今を生きる私たちだけではないだろう。ハクモク

レンが中国から伝わる前、古代の人たちは野や山のコブシやタムシバが咲きだすのをどんな思

いで待っていたのだろうか…。

　３月のはにわ館では常設展とともに好評の冬季企画展「天花寺山の遺跡」を 3/22 まで開催

しています。市民ギャラリーは、グループや個人の写真、絵画、陶芸の展覧です。南勢地区の

高校生の美術展もあります。ぜひ、ご観覧下さい。（所長）

　「はにわ館」では、今月２２日（日）まで企画展「天花寺山の遺跡」を開催しています。今回

の『はにわ通信』は、その展示の一部分である「中世」と「近世」の天花寺山をご紹介します。

　松阪市嬉野地域の天花寺山は約１万２０００年も前から様々な形で利用されてきました。天花

寺山が「墓域」として利用されていた時代が「古墳時代」と「中世」です。古墳の調査と同様に、

中世に作られた墓（天花寺小谷赤坂中世墓群）の調査からも、興味深い事柄が幾つも明らかにな

りました。現在は火葬が一般的ですが、１３世紀末以前は、長

方形や楕円形の穴を掘って、土葬が行われていたのです。それ

以後になると火葬が普及して、常滑製品や古瀬戸などを使った

蔵骨器（骨壷）が多く用いられるようになります。さらに、以

前の土葬の墓が壊されて、そこに火葬の墓が作られていること

から、土葬から火葬への移行期は極めて大きな転換期であった

ことが分かります。

　近世になると、天花寺山には天華寺が建立されます。平成９

（１９９７）年度に行われた発掘調査によって、近世天華寺の境

内にある稲荷社参道の両側に、礫石経（お経が書かれた川原石）

が収められた礫石経塚が５３基確認されました。この礫石経塚

には常滑製品の甕を容器とするものと、礫石経をそのまま埋納

したものがありました。総数３万５０００個を超える礫石経に

は、当時の日本で最も広まっていた法華経が墨で書かれてあり

ます。石に書かれた年号から判断すると、作製には少なくとも

６年の歳月が費やされています。人名と思われる文字が書かれ

たものも見つかっており、とりわけ「正木太良太夫」という名

が最も多く書かれていることから、彼が礫石経書写の中心人物

であったと考えられます。彼は伊勢神宮外宮の御師でもありました。近世天華寺の礫石経塚は、

伊勢神宮御師の村落における活動の幅を示す貴重な資料でもあるのです。

　今回ご紹介した遺物の他にも、沢山のものが天花寺山から見つかっています。その一部ではあ

りますが、縄文時代草創期から近世までの遺物を「はにわ館」で分かりやすく展示しています。

展示期間もあとわずか、ぜひ「実物」を見に「はにわ館」にお越しください！（担当）
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【ギャラリー】　入場無料

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　
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３/２１（土・春分の日）はにわ館 入 館 無 料 ！

（はにわ館第 2展示室の掲示資料）

（はにわ館第 2展示室の展示品）
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小谷赤坂遺跡の礫石経塚

礫石経の１つ
～この実物の大きさは縦が約 10cm、横が約 7cm ～


